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・同内容で、１月14日経済文教委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　調査の実施概要
（１） 実施時期
      令和３年９月２日から11月30日
（２） 民間提案対象者
      岩内自然の村の利活用について、事業の実施主体となる意向を有する法人若しくは法人のグループ又は個人
（３） 提案項目
　　　既存施設を自然体験施設又は同施設以外として民間活用する提案や、既存建物を取り壊し、別施設として民間活用する
　　　提案等
（４） 提案の条件
    ・帯広市は施設の改築や改修、管理運営の経費負担を行わない。
    ・利活用にあたっては、環境保全に配慮しながら周辺環境を活かす。
  　・提案内容によって、令和５年度以降の施設（建物・土地等）の貸付等を判断。
（５） 周知方法
      市ホームページ、観光分野などの事業者への郵便、地元事業者団体の会員メール、新聞記事等

２　提案状況
 　・市に連絡等のあった事業所等は18件あり、対話・ミーティングを６件、現地視察を５件実施。
 　・事業の実施主体となる意向を有する事業所等から４件の提案があった。
   ・一般的な利活用に係る意見が５件寄せられた。
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（２）「帯広市岩内自然の村」の利活用に係る民間提案型調査の
　　　実施状況について[生涯学習部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　帯広市岩内自然の村の施設の方向性について、民間事業者等からの提案による施設利活用の可能性に関する調査を実施し
たことから、結果概要を令和４年１月14日の経済文教委員会に報告するもの。

・令和４年１月14日　　経済文教委員会へ報告


